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GODZIPPENHEIMER
核の脅威と希望を⾒つめる視点の旅

ゴジッペンハイマー

GODZILLA    先⽉、⽇本被団協がノーベル平和賞を受賞し世界中
で話題となった。ではアメリカと⽇本では核兵器に対して
どのような認識の違いがあるのだろうか？

オッペンハイマー:

『真珠湾や太平洋で３年間⽇本と残酷な戦争をしてきた、（⽇本に
原爆投下しても）アメリカ⼈はやむを得ないと思う』

『全ての戦争を終わらすために』
戦争中アメリカに逃亡してきたボーアがオッペンハイマーに「開発中の原爆
は⼗分に⼤きいのか」と聞き、それに対してオッペンハイマーが「この戦争
を終わらせるために？」と聞き返すしたあとの回答。

『我々が⽔爆を作ればソ連も作らざるを得なくなる』
オッペンハイマーは、ソ連との核競争を避けるために⽔爆の開発に反対した
が、⼀⽅で、ストロースはソ連が持っているものよりも強⼒な核兵器を持つ
ことで抑⽌⼒を⾼めるべきだと主張した。

ゴジラ：

『あのゴジラが最後の⼀匹だとは思えない。もし、⽔爆実験が続け
て⾏われるとしたら、あのゴジラの同類が、また世界のどこかへ現
れてくるかもしれない…』

『原爆対原爆、⽔爆対⽔爆、その上さらにこの恐ろしい恐怖の兵器
を⼈類の上に加えることは、科学者として、いや⼀個の⼈間として
許すわけにはいかない。』

アメリカ：

原爆はアメリカ⼈の命を救った「救世主」
 ⇒神の思し召し

WWIIはアメリカの「最善最良の戦争」、⽇本への天罰
「オッペンハイマー」は「神の⼒」（核）をむやみに使い、核競争に持ち込ん
でしまったことへの反省が⼤きい。
アメリカ⼈の戦争と核への想像⼒の⽋如の⾵刺

⽇本：

戦争と原爆のトラウマ「⽔爆⼤怪獣ゴジラ」
第五福⻯丸事件の影響
リアルな核の怖さを描写、明確な「反核」

 ⇒⽇本の戦後平和教育（戦争への恐怖）

相違点

原⼦⼒の神格化
核兵器への「畏怖」
反戦

共通点
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核と⼈類の未来

ITER計画
ITERは、平和⽬的の核融合エネルギー
核融合実験炉を実現しようとする超⼤型
国際プロジェクトであり、2025年の運
転開始を⽬指して⽇本、欧州、⽶国、ロ
シア、韓国、中国、インドの7極が共同
で進めている。

結論
⽇⽶の核兵器への認識の違いは主に
WWIIでの⽴場の違いから⽣じたもの
である。
核への本能的な恐怖⼼は⽇⽶で共通し
ていた。
核の平和利⽤は全世界で進められてお
り、未来には破壊の象徴ではなくなる
であろう。

核融合発電 核分裂発電（従来型）

エネルギー
効率

燃料1ｇ≒⽯油8ｔ 燃料1ｇ≒⽯油1.8ｔ

放射性
廃棄物 処理に約100年 処理に約10万年

安全性 暴⾛や爆発の危険なし メルトダウンの危険性

Oppenheimer

セリフの抜粋

石川ゼミ
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